
第３回会議（８/６） Aグループ「仙台・東北への愛着を背景とした、地域との関わりに関する若者の意識について」 議論内容

・役割

・コミュニティー

・学外の人との交流

・単発で終わらない

・就活

・高校生×企業マッチング

・企業社員とのメンタリング交流

・若者挑戦応援クーポン

・ボランティア

・地域課題

・ガクチカ
・仙台アンバサダー

・ジュニアリーダーの大学生版

・サークル

・ファンクラブ

・学校サービスorスタートと終わりがある

・一企業・一定数だと行政がつなげにくい

・CrossSENDAI見やすさUP ↺

・Share Village(五城目）1年毎で住民票

・With Comeback友人を連れて帰省→補助

・沖縄・島根・宮崎 Uターン 40％（宮城 20％）

ターゲット①現在、在仙する学生向け ターゲット②現在、市外にいる社会人向け

・地域企業の課題とのマッチング

・アンバサダー制度

・大学生から大人まで入れるサークル的な何かがあればよさそう



第３回会議（８/６） Ｂグループ「町内会をはじめとする地域コミュニティのあり方について」議論内容

テーマ理解（目的や理想の姿等） 解決に向けフォーカスする課題

現状の課題と原因等 解決に向けた施策案

①さまざまな世代の住民や転居者が地域の活動を知っている状態

②若い世代が地域活動に参加している状態

①さまざまな世代の住民や転居者が
地域の活動を知っている

②若い世代が地域活動に参加している

・プライバシー配慮
・リテラシー教育もセット！
・個人情報発信するときどのように
考えているのか？

・活動内容が見えすぎるとデメリットも
あるかも？

・会員以外情報が入ってこない！
・道路補修などのニーズを拾う
・世代ごとに情報収集の手段が分かれて
いる

・町内会によって情報量がちがう！

・窓口やＴＥＬじゃないと分からない
・社協とか他の団体とコラボしてる
・自分の町内会がどこかわからない

・活動が活発でない町内会では参加する
手立てがない

・どのくらい貢献しなきゃいけないの
・町内会費は家賃とセットで回収してい
るところも 関係が希薄に

・入るハードルを下げるにはどうしたら？
・同世代がいないと入りづらい
・見えない負担（時間、お金）

・町内会の活動は見えにくい

・世代の形が変わり、関わりが薄いまま大
人になって町内会に参加しないのがあた
りまえに

・活動に参加する時間がない ex.）仕事
・活動に参加する手立てがない
・若者の意見が反映されなそう

・負担に感じる！やりがいないとツラい

・町内会しかできないことーほかの団体
でもできること

・コミュニティの変化
・リアル ネットコミュニティ

①（若者の知りたい）情報が若者の求める方法で発信されていない

②ハードルの低い入口がない

①若者の（知りたい情報が）若者の求め
る方法で発信されていない

②ハードルの低い入口がない

・スーパーとか目につく所に情報発信
・オフラインでの発信（紙など）
地元企業の掲示板、駅

・発信する内容は、プライバシーに関わ
る内容が多そう

・活動内容のリーフレット作成
・町内会の関連施策HP 目に入る場所に
・コンクールにして巻きこむ！

・町内会版ポイント制度（例：アクティ
ブシニア・ボランティアポイント制度）

・スポット参加 実績・プロボノ できる
ことやってみる

・金銭的なメリット（特売・セール）
・大学生 ガクチカ、社会人 地域貢献
・具体的に！タイミング！

・プラットフォーム（実施済み）

・リスト化 やること・困りごと
・入口の強化、告知
・リアルなマッチング会

・行政が間に入ってミスマッチを防ぐ
（マッチングは行政が）

・転入時にインセンティブ

・参加したらインセンティブ

・世代間交流会が解決のカギ
・他の団体との協業 若い人が多そうな
イメージ形成

・マッチングのシステム（実施済み）
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